
 

  

 

 

 
国連が推進する責任投資原則が、機関投資家の ESG 統合を主導 
 
最近発表されたレポートでは、投資分析における環境、社会、ガバナンス（ESG）情報の革新的な使用

に焦点を当て、年金基金や他の資産保有者が資産運用会社の選択、指名、監督に ESG を取り入れる方

法を示しています 
 
2013年2月14日（英国ロンドン） - UNEP 金融イニシアティブおよび国連グローバル・コンパクトの協

力体制によるグローバルな投資家のイニシアティブである責任投資の原則（PRI）は本日、投資家が各社

の業務に ESG 情報をどのように取り入れているかを実証する2つの新しいレポートを発表しました。  
 

• 「統合分析」: 投資家が株式のファンダメンタルズを評価する際、ESG 要因にどのように対応し

ているか。 
• 「期待との整合性」: 資産運用会社の選択、指名、監督に ESG 要因を取り入れる資産保有者の

ためのガイダンス。 

この2つのレポートは、機関投資家が実施した広範にわたる詳細な分析の概要を示し、資産運用会社の 
ESG 要因への対応が自身の期待に沿っているかどうかを資産保有者が判断するための指針となります。 
 
「統合分析」では、株式のファンダメンタルズ分析において現在 ESG 要因の統合が進んでいる証左を示

しています。アナリストは ESG データを反映させるため、業績予想、成長率予想、割引率を修正してい

ます。Cheuvreux、シティバンク、ソシエテジェネラル、UBS などの世界を代表する大手証券会社およ

び調査会社の一部から得た 20 件近くのケーススタディでは、ESG 要因が売上高、費用、長期的な資本

収益率に与える影響を理解することによって、いかに投資決定が強化されるかが示されています。    
 
PRI の ESG インテグレーション作業グループ議長兼 Alliance Trust  SRI ファンドマネージャーであるニ

ール・ブラウン氏は、以下のように語っています。「投資を成功させるには、徹底したリスク報酬分析

が必要であり、ESG の問題はその両方を評価するために不可欠です。このレポートでは、統合分析は可

能であり、世界の大手金融機関の一部で実行されつつあることが明白にわかります。」  
 
しかしながら、まだ課題はあります。短期的な評価ツールでは、長期にわたって企業に影響する ESG 問

題を常に捉えられるとは限りません。また、一貫性があり、比較可能で、監査された情報の取得も依然

として統合分析の障害となっています。 
 
「期待との整合性」は、資産運用会社の選択、指名、モニタリングに ESG 要因を統合する方法について

資産保有者の指針となります。PRI は協働するネットワークを通じて 、以下のような異なる投資戦略お

よびスタイルを採用する様々な投資姿勢を実現してきました。   

• ロンドン年金基金局（英国）、カトリック・スーパーアニエーション（オーストラリア）、

CalSTRS （米国）では、資産保有者は、資産運用会社が ESG に関する期待に応えることを保証

するよう強く求めるようになってきています。  

http://www.unpri.org/wp-content/uploads/Integrated_Analysis_2013.pdf
http://www.unpri.org/wp-content/uploads/Aligning_Expectations_2013.pdf
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• RobecoSAM（オランダ）、PGGM（オランダ）および Co-op Asset Management （英国）では、

資産運用会社として ESG 要因の投資の意思決定への統合という課題に取り組んでいます。  

このガイドには、運用契約のサンプル条項とともに、資産保有者が ESG への期待を資産運用会社に対す

る提案依頼、照会、監督、協議に含めることができるようなリソースを記載しています。 
 
ポートフォリオのリターンに最大の貢献をするために ESG 問題をどう管理し、開示するべきかについて

の「資産保有者」の信念や期待は、資産クラスや投資期間によって異なります。資産運用会社の動機お

よび行動が、これらと完全には一致しないことがよくあります」と、PRI イニシアティブのエグゼクテ

ィブ・ディレクター、ジェームス・ギフォードは語っています。「こうした利益を一致させることが、

持続可能な金融システムの実現に根本的に必要であり、PRI の主な使命です。PRI の資産保有者の署名

が増加することでその影響力が高まり、顧客や受益者に対する完全な受託責任を果たすことができるよ

う資産運用会社に統合分析を受け入れるよう求めています。この新しいガイダンスと業界大手企業の実

例を提供することで、PRI はそれを支援する体制にあります。」 
 
全文は、PRI ウェブサイトからダウンロードしていただけます。 
 
報道機関連絡先:  
Matthew McAdam  
PRI 広報責任者 
+44 (0) 20 7749 5141 
Matthew.McAdam@unpri.org  
 
責任投資原則 
責任投資原則（PRI）は、6つの責任投資原則を実践するために協力する国際的な投資家のネットワーク

です。この原則は投資業界によって考案されました。原則には、投資家が完全に受託（またはそれに相

当する）責任を果たすならば、環境、社会および企業統治（ESG）問題は投資ポートフォリオの運用成

績に影響を与えうるため、投資家はこれを十分に検討しなければならないという見解を反映しています。

原則では、すべての投資家が ESG 問題を意思決定や資産の保有実務に取り入れ、投資家の目的を社会全

体の目的と近づけるような自発的な枠組みを規定しています。 
 

http://www.unpri.org/publications/
mailto:Matthew.McAdam@unpri.org

